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ドン キ レ ク- 南 タ イの 回 教 部 落 -

矢 野 暢

(一つ

タイの南部の行政上の中心と見倣されているソンク

ラー県は,マレイ半島の東海岸のちょうど中ごろに位

置している.県庁所在地のソンクラーの町は,人口3

万余りの小さな町であるが,地形に恵まれた漁港をも

ち,近隣諸県の漁業の集産地として栄えてきた｡港か

ら少 し離れて,遠浅の海岸がある｡人っ気の少ない美

しい砂浜は,この町の名所になっている｡町の中央に

盛り上がった燈台のある丘からの展望も,その海岸に

劣 らず,すぼらしい｡このソンクラーの町を起点に,

1本の舗装道路が西に走り,やがて弧を描いて南に折

れ,マレーシアに抜けている.ソンクラーからマレー

シアの国境まで100キロもない｡ この道路は, マレー

シアにあるアロールスターという町の別名をとって,

サイブリ道路 と呼ばれている｡

ソンクラー県の南に,更に3つの県が連なっており,

その先がマレーシアである｡タ

イ人は,ソンクラーの南にある

たとえばパタニ県などのことを

語るとき,まるで我が家に居候

している遠縁のものの話題に触

れるようになかば他人行儀に話

しをする｡理由ははっきりして

いる｡第-,バクニやヤラーで

は,主としてマレイ語が話され,

タイ語が通 じないからだ｡節二

に,そこらに行 くと,仏教徒は

まばらになり,白い回教寺院が

やたらとめだつからでもある｡

いわば,その地域は,タイの版

図の中にありながら,文化的に

はもはやタイではなくなってい

る｡お隣りのマレーシアの文化圏が国境をこえて,割

り込んでいるのである｡

話をサイブリ道路にもどそう｡二つのバスが婁うじ

てすれ違える程度のそう広 くない道路だが,舗装はす

ぼらしくいい｡黒っほい道が,緑のゴムの樹林のあい

だを くねって走っている風景は,ちょっとしたエキゾ

テ ィシズムを感じさせる｡そのゴムの樹林のあいだか

ら,時折およそ4, 5米の蛇が這って出て,車にひか

れるのも,この地方ならではの光景である｡車にひか

れた蛇は,誰 も触れたがらないので,その場に置き去

りになる｡ 次の日には, もうひらたく長々とのされ

てしまっている｡車の往きかいは,かなり頻繁なので

ある｡ このサイブリ道路の両側には,路上を走る車の

きらびやかな近代性と対照的な,まるでひなびた部落

がた くさんある｡ しかし,あるいはゴム園にさえぎら

れ,あるいは種子の樹海に埋 もれていて,そういう部

ド ン キ レ ク 部 落 所 在 略 図
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朝まだきのサイブリ道路には,まだ車の影は見えない｡ この

地点から,左に折れて 4キロのところに, ドンキレクがある｡

右に折れると,村市場があり,毎週火曜Flに村中の部落から

人が群れ集う｡

落は,ほとんど道路の上からはかいまみろことができ

ないO もしかいまみることができたとすると,熱帯風

な家屋にかこまれた,回教のマサジットが見えるはず

である｡

サイブリ道路の両側には,仏教部落にまじってかな

りの回教部落がある｡ところが,ソンクラーを突き抜

けるこの道路ぞいの回教部落は,ソンクラー以南の居

候のような回教徒の社会 と少 し違 っている｡なぜなら

ば,ここの回教徒は,日常会話語に,マレイ語ではな

くて, ふつうのタイ人なみに, 南部方言を話すから

だ｡ タイのことを少 しでも知っている人は, ｢マイペ

ンライ｣という言葉を聞いて知っているはずである｡

この慣円句は,タイ人の国民性を表象するとまでいわ

れ,タイ語の代表みたいな言葉である｡ ところが, こ

の言葉が,南タイの田舎では通 じないから面白い｡南

部方言では, ｢マイブルー｣ という,風変わりな表現

で同じ意味を表わしている｡ソンクラーの農民は,チ

の言葉を,ブルーに独特のアクセントをつけて,元気

よ く発音する｡ こういう南部方言を喋る回教徒のこと

を,土地では ｢タイ ･ケーク｣と呼んでいる｡ ｢ケ-

クJとは,本来マレイ人ないしインド人をさす特別な

言葉だが,南では ｢ケーク｣というと, もっぱらマレ

イ人の ことであり, 同時に回教徒の ことでもあるo

｢タイ ･ケーク｣ とは, マレイの 宗教を もったタイ

人,という意味である｡ 学者は, これを直訳 して,

｢タイ ･イスラム｣ と呼び,タイの文化を もった回教

徳,という意味を持たせている｡土

地の呼び方よりもやはり ｢タイ ･イ

スラム｣と呼.余はうがいいようだ｡

なぜならば, ここいらの回教徒は,

人種的背景は,タイ人ではないから

である｡南 タイをぶらぶら旅行 して

いると,た くさんの回教徒に吊余J)

が,だいたい一目で仏教徒 _l=1封 ,汁

I_''ことができ/乙｡仏字'(i,日士,タイ/rt

らしい野暮な容貌,をしていて)(/1にた

いし,回教徒の顔には,どことな く

タイばなれ した趣きがある｡ソンク

ラーの町の魚市場に,朝の 5時半ご

ろたたずんでいると,朝 もやをかけ

て,小舟が幾種類 もの魚を運んで,

市場の岸壁に漕ぎ寄せて く,./:)光景を

楽しむことができる｡そのた くさん

の小舟が,仏教の漁村から来たのか,回教Jr)漁村から

来たのか,漕ぎ手の顔や身なりだけで見わけるのは,

そう難 しいゲームではない｡ このゲ-ムに一朝 輿ず,こ

と,存外,回教徒が多いのに驚かされる｡ちょっと調

べてみると,ソンクラー県の全人口の 2割近 くはタイ

･イスラムなのだ｡ タイ ･イスラムは,ソンクラー畑

以北にも探す ことができる｡ソンクラーには大きな洞

がある｡土地の人は ｢タレサ ップ｣と呼んで白樫 にし

ているが,船で 2日かかりで湖上航海を試みると,忠

いも掛けぬ美 しい風景に山過す ことがあり,実に楽 し

い｡ ところが, この湖を北に半 Hも遡行すJ/,''上ソンク

ラー県の もう一つ北のパタルン県に入って Lまう｡ バ

クルン県に入ったあとでも,船の上から,自い回教寺

院を遠望できるはずである ｡ ｢タレサ ップ｣に而 した

パークパユンIl:いう町の ミナレットは, 二との他うつ

くしい｡ このように,タイ ･イスラムは,ソンクラー

県の独占物ではない｡ しかし, やはり, てレイ文化

圏 に甜 封 をしてい,7'ソンクラ-地方のタイ ･イスラム

が,､叛も彰い上.'二 もっとも典鞘 内左サンプル,i_･･T即 tこ

して くれJ:lように思われ7:I,｡

(二)

ソンクラーの町からサイブリ道路を西に約14キロ余

り走ると,左に折れる通がある｡道(引こわかに悪 くな

るが,東北タイなどと土質が違い砂が多いので, 雨が

降ってもrJう困ろことはないo Lたた,71よ:,ナ錐か二は
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さまれた凸凹の道を南に4キロ行ったところに,きた

ならしい高床式の建物が乱雑にかたまりあっているユ

つの集落かある｡道の左脇には, ミナレットもない野

暮なマサジットがあり, この集落があまり富裕でない

回教部落であることがす ぐわかる｡マサジットのもう

1つ左に,ひときわきたない家があり,その床下にの

んびりした風貌の中年の男が腕枕をして寝そべってい

る｡そのまわりを家鴨やがちょうや鶏がせわしげに歩

きまわっている｡ その中年の 男に名前を きいてみよ

う｡すると,かれは,面倒臭そうに起きあがり, ｢俺

の名はア-マ ッドで, この部落のプ-ヤイバ-ン (部

落長)だ｣ と,ぼそぼそというだろう｡アーマ ッドと

いうタイ語ばなれ した名前 とプ-ヤイバーンという生

粋のタイ語 との取 り合わせが面白い｡かれに,かさね

て奥さんの名前をきくと, ｢俺には妻は 2人 いる｣

と,いい捨てて,のそのそと立ち去ってしまう｡ この

うす汚ない回教部落の名は, ドンキレクという｡ ドン

キレクとは,キレクのある高台という意味である｡キ

レクとは,ある種の鉱物をいうともいい,ある種の木

の名であるともいう｡

ソンクラー県全体でい くつの回教徒の部落 (ムバ-

ン)があるか,人にきいてみると,ある人は 170ある

といい,別の人は 140あるという｡回教部落 といって

も,仏教徒がまじって住んでいる部落 もあるわけで,

純粋な回教部落は 140もないかもしれない｡ ドンキレ

クは,その点, 1軒 も仏教徒を含まない純粋の回教部

落である.部落長のア～マ ッドに,初対面の折,部落

の戸数をきいたら, 284戸あるといった｡はじめ私は

これを信 じた｡ しかし, 調べてみてわかったことだ

が,実際は 304軒ある｡アーマ ッドの頭には数年前の

統計が鍋の底のすすのようにこびりついているのだ｡

アーマ ッドの家には,部落の統計を示す書類のような

ものはない｡第-,あったら不思議であるOタイの農

村には,びっくりするほど紙切れが見当たらない｡チ

ェンマイの農村を 1年間調査 したあるアメリカ人の学

者は,かれの村で新聞紙を見たのは,前後 2回きりで

あった,と,のちに報告 している｡ ドンキレクも似た

ようなもので, かりに病人に薬を わけてやろうとし

て,紙切れを出せ,と命ずると,それがない07-マ

ッドの家に部厚い統計表が積んであったら,いわば奇

蹟である｡そういう統計表を求めようと思 ったら,プ

-ヤイバ ンより一段上の位のカムナン (村長)の家に

行かねばならない. ドンキレク部落は,ソンクラー県

パウォン村に属する｡パウォン村のカムナンは, この

土地の大ボスである｡かれの家には確かに村の戸別 リ

ス トがあった｡ 部落毎に厚 くとじてあった｡ ところ

が,これも, つかいものにはならなかった｡ なぜな

ら,はじめの20枚余 りとおわりの10数枚がひきちぎれ

ていて,どこかに失せていたからだ｡マ レイ人みたい

な顔付きを していぼりかえっているカムナンに,その

ことを告げると,標準語で ｢マイペンライ｣ と い っ

た｡ しかし, そのアクセントには南部靴 りが強かっ

た｡カムナンやプ-ヤイバーンが, このルーズさで村

を支配 しているとしたら,村民は, これに輪をかけて

のんびりしているのだな,と思え,愉快になった｡

304戸 というと, かなり大きな部落だといえよう｡

304という数字は, 私の心にとって,かなりの負机と

なった｡ふつう,人類学者が,一年間の調査のために

村落を選ぶばあい, 200戸以下の村を 選ぶとされてい

ソンクラーの回教徒の老人｡かれの顔が示す
ように,タイ ･イスラムは人種的にふつうの
タイ人とは別の血筋に属するようだ｡ この老

人は,若い頃メッか こ行ったという｡メッカ
旅行の思い出の記憶は,いまでも確かである
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もっとも開けてない環境にある｡私

揺, この クルムを伊賀部落 と呼んで

い ′5 0マサジットや7-マ ッドの家

≠ がある中央のごちゃごちゃした集落

ドンキ レクの金曜日の礼拝｡男運は,皆思い思いの恰好をして

いるが,頭を布でおおい,清潔なシャツとパ トウンをはき,そ

して~-jJ.二前に水浴びして身体を清めている点では皆一様であノう｡

る｡ しか し, 私は, ドンキ レクを調査村に選ぶ こと

に,それほどちゆうちょは覚えなかった｡ 私が, 最

初, ドンキ レクに関心を寄せた主たる≡理由の一つは,

周囲を仏教部落に囲まれて孤立 しているという事実で

あった｡ ドンキ レクが 4つの 仏教部落に 囲まれてい

ろ配iEE..は, 異質社会の接触 という観点から, こ＼じょ

うに魅力に富んでいた｡そ して, ドンキ レクは, もう

一つ魅力を持 っている. ドンキ レクにはじy)てはいっ

て行 くと,マサジットとア-マ ッドの家のある,ごち

ゃごちゃした集落に行きつ くわけだが,はじめは,う

っかり, これが ドンキ レクの すべてだと思 って しま

う ｡ ところが, ここには,全体の 3

分の 1余 りが寄 り集まっているだけ

で, 残 りの200軒は4つの集落にわ

かれて,遠 く離れて散 らばっている

のである｡つまり, ドンキレクは,

5つの集落からできあがっているわ

けだ｡家 々の集落の ことを,タイ言吾

では ｢クルム｣ という｡ ドンキレク

の 5つのク ルムはそれぞれ,冗長で

記憶 しに くい名前を もっていろ｡私

は,自分の ｢1記などには, 答クルム

に勝手にあだ名をつけて,それで記

録することにしている｡一番小 さい

クルムには,家は16酎 しかない｡

このクルムほ部落の一番南にあり,

は,江戸部落 と呼んでいる｡伊賀部

落 と江戸郎落 とは,距離で 1キロも

離れていないL/)に,住民の民度や牛

活様式その他に,○どい差があ,7,i/)

は面白い ｡ 要すろに, ドンキレクが

5つの クルムをもち, しかも,クル

ムがそれぞれ特性を備えていて, 答

クルム間に共通点 と相異点 とがある

という事実は, ドンキレクというご

く狭い社会のなかで,はや比較研究

ができることを意味 し,それが私を

少なからず喜ばせたのだった｡

(≡)

私は,サイブ リ道路から ドンキ レク-の道が別れ折

れる地点に, 1軒家を借 りて住んでいる｡そして,ほ

とん ど毎 口,早朝 ドンキレクに入 り,夕茄の祈稿がお

わる頃まで, ドンキレクの住民 とまじわつていろ｡数

ヶ月前の ことが思い出される｡私が ドンキレク調査を

はじめて数日もたたないうちに, 1人の老 人が ｢バ ク

ヤク｣で死んだ｡そのとき,私は,心臓麻坤で死のう

がポ ックリ病で死のうが, 要するに 急死の ばあいに

揺, ｢バクヤクJという言葉が用いられ,71ことを知っ

た｡ これはじつは,破傷風を意味する｡ しかし,その

敬ヶ月前のある金曜日,家の引越 しがあった｡ 礼拝姿の男衆た

ちがこぞって家をIL1ぐの/J-r手伝 った｡
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老人の死は明らかに心臓病によるものだった｡私は,

幸運にも,老人を死が襲った直後にその家に来あわせ

たので, 死体の傍に坐 り込む ことができた｡ 私は,

生まれてはじめてイスラムの葬式を目撃 した｡本の筋

書き通 りに,文字通りイスラム式に,死体は親類縁者

の肩に担がれて, 墓地に運ばれ, 埋葬され, またた

くまに, 葬式はおわった. その口, 私は, ドンキ レ

クの住民のなかに,かなり融け込むことに成功 した｡

これに続いて, もう一つの幸運が私を待っていた｡老

人の死の数日後,あるクルムから別のクルムへ,家の

引越 しがおこなわれた｡ ドンキレクでは,家の引越 し

は,文字通 り,家ごとかついで,別の場所に運んで行

く作業を意味する｡住民の集団作業の典型的な事例で

あるといえようが,毎年見 られるわけではない｡引越

しは,金曜日におこなわれた｡回教部落である以上,

ドンキレクでは,金曜日の正午過ぎに,集団礼拝がな

され,江戸部落のマサジットに,部落中の男衆が集ま

って くる｡私は,毎金曜日の昼下がり,マサジットの

入口に立って,かれらの祈痛の一部始終を観察する｡

回教徒の礼拝には,世俗ばなれした音楽性 と没我の演

技があり,みるだに美 しい光景であると思 う｡ ドンキ

レクでは,礼拝のまえに, ｢プラチュム｣ という時間

が もたれ,部落民-の伝達事項が,ア-マ ッドないし

トイマム (導師)のおごそかな声で,男衆に読み上げ

られる｡ ｢プラチュム｣とは,会議,の意味である｡

その日のプラチュムでは, トイマムが,家の引越 しの

希望があるから,礼拝後全員担ぎに行 くように,と男

衆に命 じた｡礼韓がすむと,男衆たちは,礼捧用の清

潔な衣裳のまま,引越 しの現場に赴いた｡そこから家

を担ぎ, 約 1キロ離れた地点まで運んで行 った｡ 家

は,ゆっくりゆっくり動いて行った｡私 も,かれらに

まじり,家を担 ぐ仲間に加わった｡ 150人程で糾いで

いて も, 1軒の家は,私の肩に喰い入るように重かっ

た｡ しかし, その 1キロの長い道程のあいだに,臥

は ドンキレクの住民と,より深 く融和することに成

功 したのだった｡

私の調査は, このような幸運からはじまった｡そし

て, ドンキレクは,いっ しか,私にとってすぼらしい

ラボラトリーになった｡

現在, ドンキ レクは田植が完了 したところで,いま

西瓜植えの最中であるO ソンクラー地方は,まだ雨季

が終 らない｡毎 日の雨 と,目前に迫った断食月とが,

ドンキレクの住民をせわしく仕事に駆りたてている｡

かれらのせわしい動きは,私をも忙 しくすることはい

うまでもない｡それがまた,楽 しい｡

(12月27口 ･ソンクラー県パウォン村にて)

タ イ ･カ セ ツ ァ ー ト大 学 か ら

現在タイ国には7つの大学があるOすなわち,唯一

の総合大学であるチュラロンコン大学,農,法,医,

芸術の4つの単科大学,それに昨年発足 したばかりの

チェンマイ,コンケンの二地方大学である｡ これ らは

全て国立大学で,私立大学設立の噂は聞いているが,

まだ実現は大分先のことのようである｡

｢カセツァー ト｣ というのはタイ語で ｢農業｣ とい

う意味で, したがって, ｢農科大学｣ というのが翻訳

名になる｡その略史を第 1図にまとめてみた｡現在タ

イの大学は すべて 首 相 直下の ｢OfficeofPrime

Minister｣ の下にあるが, たとえばカセツァー ト大

福 井 捷 朗

学の場合には, 1962年までは農務省の管轄内に あっ

た｡現在直接には,大学は大学管理委員会によって管

理されているが,その委員の顔触れは首相を議長,学

長を副議長とし, 6人の学部長,事務局長,それにこ

の委員会の推せんによって国王が任命する委員など合

計30名か らなっている｡

カセツァー ト大学は 図に見 られる通 り, 現在 6学

部,41学科からなる｡ 各学部の 学科編成は省略する

が,その特徴は,たとえば農学部に生物,化学科や,

英語学科があったり, 漕翫工学部に数学科 があった

りすることである｡ しかし, これ らは来年度からあら
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カセツ7- ト大学 (農科大学)略史図

1904年 番 試 学 校
J

農 業 学 校
t

農 務 省 学 校 1935年 林業学校J
193F;年 農業短期大学

＼ 了
/ /

1943年カセツァー ト大'羊

畏 林 帖 紬 く協同組合学部

1937年 滞酒 訓 練 所
1

1949年 滞 鵜 二仁学 校
＼ J

/水 声 学 部卜

料二ノL

チュラロンコン大
]938年 学獣医学碍

1
1943年 医科大学獣医学部

/

1964年 カ セ t_y ア ー ト大 学

農 林 水,;i,:.:需 華 灘工学 -

(6学部41学科)

たに増設され,7,予定の文理学部に移 ～1,また将来.Ul,

現在U)｢経済学協同組合学部｣ を ｢経済経営学部｣

に,漕翫T_学部を工学部に改めることなどにより,輿

科大学から総合大学- と発展 して行 くようだ｡

普通タイLl大学は4年制が原則であるが,カセツ7

- ト大学は-一年一'{/く, 5年制 の大学 となっていろO大

学院は最近発足 したばかりで,マスターコースだけC,つ

が農業経済学科,農学科,畜産学科 しか設けられてい

ないO

バ ンコック市の北方郊外にある ドンムアン空港から

カセ ツアー ト大学本館

市内-革で入る途中,最初Jj左-の曲り巧から左 手に

用水路を-だてて長 く続 く生垣がカセツァー ト大学C/,)

メインキャンパスである｡ 面積560ェーカー,広々と

した緑の多い公園のような構内に点在寸′71涼 しそうな

建物,正門にそびえる寺院風の本部構堂,立派な学牡
寮などがあり,京大のバンコク･オフィスのおる下町

よりは幾分涼 しく,風向きの加減で時々流れて くる畜

産学部の畜舎の悪臭を除けば,バ ンコクでは比帽的住

みやすいところだろう C

カセツ7- ト大学農学科

一一111-

ここは Bangkok Dark Heary

Clay とい行い,71, 粘 卜含量が 多

く, 小石,を拾おうにも見当らない :-_

いった低地水田地韓にあり,雨期に

は道路 と建物O､)内部以外は-/畑二つか

って しまうというところだ｡~在学生

数2,393名,(うち男1,783f'.,女610

宮)O その大部分が こL,)キャンパス

内の寮に住み,また教官住宅 もか左

りキャンパス内にあ,7'O 大学のキャ

ンパ スL'三こ し＼ノ他工,獣｢i,-,;苧 甑 漕潜

工学部が伸 二おろOそれ以外二 試

験農場が 3カ所,水産訓練所が 1カ

所,演習林が 3カ所,それぞれタイ



カセツァー ト大学構内

国の各地に散在 している｡

大学の制度自体はアメ リカの大学に近いものであろ

うと思われる｡すなわろ講座制がない｡ただ教官組織

はイギ リス式であって, 正教授 といわれる教官は 10

人,VisitingProfessorが7人, そのほか助手まで

含めて, Staffteacherといわれているのが 全部で

378名 (うち男290名,女83名)である｡ これらの教官

は大きく二つに分れる｡つまり管理,運営を主 とする

ものと,教育,研究を主とするものとである｡だから

学生にたいする指導は生活のあらゆる面にまでかなり

徹底 しており,学生達ほ試験に追われているようであ

る｡ しかし,逆に教官は,-人当たりの時間数,学生

数が多 く,研究活動は設備,財政問題 とも重なって,

随分制限されてしまっているようである｡

大学の財政は国家予算 として1964

年度に210万バーツ, 日本の金でお

よそ4億円,演習林からの収入が約

6千万円,そのほかに会社,個人の

寄金がある｡ これら直接の財源 と

は別に,カセツァー ト大学は米国の

オレゴン州立大学,-ワイ大学 とそ

れぞれ交流があり,ロックフェラー

財団の援助 もうけ, 出張教授, 機

器,図書などの援助,留学生のひき

うけなどがかなり行なわれている｡

なおアメリカ平和部隊の活動の一部

として,現在 2人の若いアメリカ人

が英語教師としてここで 働 い て い

る｡先にも触れたが,1962年までは

この大学は農務省に属 していたとい

う事実からも,わかるとおり現在で

も農務省 との関係は深 く,米穀局の

技術部などの建物が大学のキャンパ

ス内にあり,その職員が講師になっ

たり,学生達の卒業論文作成のため

の指導教官になったり, ときには実

験室を提供 したりして協 力 して い

る｡

大学入学試験は国家試験 として,

国家教育委員会によって一斉に行な

われ,その4-5倍という競争率の

中からえらばれた学生達がそれぞれ

の志望にしたがって各大学にふりあてられる｡暑期明

けの6月中旬に新学期が始まり,途月10月から11月に

かけて 1ケ月の休暇をはさみ,翌年 3月に学年度の終

りとなる｡

はじめの 1, 2, 3年が教養学部に相当するわけだ

が,高等学校のレベルが低いためもあって語学をはじ

めかなり基礎的なことからはじめているようだ｡たと

えは 筆者と同じ寮の部屋にいる経済学部の一年生は

カエルの解剖をしている｡しかし,かといって専門学

科は全て4年以降というわけでもな く,カエルの骨 と

-緒に ｢一般農業経済学入門｣の教科書を持ち歩いて

いるといった調子である｡大学の授業は原則 としてタ

イ語 しか用いないが,学術用語はほとんど英語で, し

かもそのタイ語にたいする割合が非常に高いようだ｡

学 生 寮
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外匡ほ吾はいい高等学校では英語以外にフランス語また

は ドイツ語をほんの少 しばかりだがとにか く教えるそ

うである. しかしカセツ7- ト大学では英語一本槍で

ある｡一般的にいって, rl本の学生にくらべて会話は

できるようだが, 読解力は あまりよくないようであ

る｡ たとえば大学の 1, 2年生用の英語の教科書は語

いを1000語に限 られたものである｡出版物の少ないC/)

は低開発国の常であるが,ここでもその例に洩れず,

タイ語で書かれた大学の教科書,専門書は講義プ リン

ト以外はな く,洋書の高価なこととあいまって,この

英語読書力の不足が大部分の学生達にとって大きな障

害になっているように見受けられる｡

学生達の日常生活は概 して規則正 しい｡出席をとら

れるせいもあろうが,さぼる学生はあまりない｡また

大部分の学生は経済的にあまり余裕がな く, 平均400

バーツ (約 7-8千円)で 1カ月を暮 している｡ した

がって,そういうわけでもないのだろうが,学生達の

スポーツ,娯楽などほもっぱ らキャンパス内が多いよ

うだ｡母校愛, 上級生, 下級生の折 り目はかなり強

く,学生自治会は政治活動を全然 しない｡大学内の秩

序を守 り,学生達のよりよい精神的,肉体的環境をつ

くりだすのに相当役立っている｡たとえば,種々の学

内行事を企画 したり,出版を行なったり,売店を経営

したり,ときには品行のよ くない学生を徴罰の意味で

用水路にはうりこんだりする.それだけに,学n:.達が

町-山掛けたりするときは服裳もきちん とし,--一般に

対する模範を示そうという気侍が見 られる｡たとえば

乗物の中で率先 して席をゆずったり,酔っ払いを食堂

からつまみだしたりというようなことをよ く経 験 す

る｡

このように学生々活は口本のにくらべ,色々な面で

随分きちんとしたもので,少 し窮屈気味なところもあ

るが,そのなかでも何 といっても一番 大きい亡引ま落

罪,中退制度である｡入学 した学生の半数近 くが 5年

間に落伍 してしまう｡上級生が尊敬を受けるのもあな

がち理由のないことではない｡そして残った半数の精

鋭連が晴れの学位授与式に臨み,ガウンをつけ四角の

帽子をかぶって,国王陛下てずから学位記を拝受する

ということになる｡

1942年カセツァー ト大学発足以来の卒業生総数は,

男1,751名,女248名の合計 2,009名にすぎない ｡ この

うちの95%が農務省を主 とするタイ国政府官吏, 3%

が民間企業 (主 として外国会社のバ ンコク支店など),

残 りの2%が自家の農場主 となっている｡

カセツァー ト大学がタイ国唯一の豊科大学であるこ

とや,そ0)卒業生の就職状況,大学の発展の経緯など

から分るように,タイの農業を将来どうやってい くか

という大問題が,まず大学の自治,学問の自由を云々

する以前のものとして立ちはだかっており,その意味

では種々の欠点は多々あっても,全仏 としてほ,その

方向に向かってとにか く人材を送 り山していると云え

よう｡

エ ー ル 大 学 だ よ り

ペンシルヴァニア州ルイスバーグのバ ックネル大学

で約 2カ月の予備講習を受け,去年の9月はじめにニ

ュ- ･-ヴンに着きました｡その後の4カ月間の見聞

を簡単に記 します｡

ご承知のように,エール大学は--ヴァ- ド大学 と

ならんで,アメリカとしてほ早 くから外国研究を精力

的に進めて来た大学の一つ で,伝統ある名門であるこ

とはいうまでもありません｡1841年にアメリカで最初

酒 井 敏 明

C))サンスクリット語の教授が任命された0)はエールで

あります し,その後主として言語,歴史,人Xll'i,地理

の分野で,非西洋諸国の研究が進められて来ました｡

特に外国語教育の面では,外国人教師によるインテン

シヴなオーラル ･メソッドというべきェ-ル ･メソッ

ドが確立され,第二次大戦によって急に大きな需要が

できたためでしょうが,極東言語研究所 (IFEL)が

誕生 しました｡東および南アジア言語文学,スラヴ言
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語文学,言責吾学の3学科も戦後にできたようです｡現

在ⅠnternationalStudiesとしては AfricanStu･

dies,EastAsianStudies,LatinAITlericanStu-

dies, Russian and East European Studies,

SoutheastAsianStudiesoj5つのプログラムがあ

ります｡

SoutheastAsiaStudiesは1947年 アメ リカでは

最初に設立されました｡RaymondKennedy,John

F.Embree などの人類学の大きな業績が重きをなし

ていたのでしょうが,その後着実に発展 し,1959年以

来言語および地域センターとして,政府の補助金も大

変多いようです｡ 現在, 評議員会議長は KarlJ.

Pelzer氏,副議長は HarryJ.Benda氏, 教授は

言語学,人類学などとの兼任ですが 8人,準教授から

講師までが 9人というスタッフです｡今年度開講され

ているコースは10,プログラム独自のものは少な く,

多 くは他の学科との共通講義です｡言語はインドネシ

ア語,タガログ語,ビルマ語,タイ語,ヴェトナム語

の 5つ (マラヨポリネシア語は休講)か教育されてい

ます｡

SoutheastAsiaStudiesは修士課程をもら,dis-

ciplineを 4コース,areaを2コ-ス, 言語を上級

まで履習した学/土がM.A.を与えられます｡言語は初

級,中級,上級の3コースに分かれていますか ら,入

学前の夏期休暇中に IFELで開かれる2カ月の 集中

講習に参加 して,初級を終えておかないと, 2年で修

了することはできません｡ Ph.D.ほ地理学, 政治学

などの学科に籍を置き,その学科で取得するという形

です｡今年は修士課程12人,Ph.D.Candidatesは7

人,他に私もその 1人である specialstudentsが 3

人 います｡

今年のコースを次に記 しますo

KarlJ.Pelzer,GeographyofSoutheastAsia.

HaroldC.Conklin,Language,CultureandSol

cietyinthePhilippines.

DavidN.Rowe,Problemsinthe lnternational

RelationsofEastAsia,SoutheastAsia,and

thePacific.

PaulMus,Brahmanism and Buddhism-The

BackgroundoflndianTl10ught.

Harry∫.Benda,TheHistoryofSoutheastAsia

since1500.

Harry∫.Benda,Problemsin the History of

ModernSoutlleaStAsia.

NelsonI.Wu,TheArtofEasternandSouth-

ernAsia.

DavidN.Rowe,TheGovernmentsandPolitics

ofEast,SoutheastandSouthAsia.

LeopoldJ.Pospisil,Ethnology ofPapua and

Australia.

JacquesBarrau,Man and Plantsin Tropical

Oceania.

はじめJj4っは 前期で終了, 最後〔ノ)2つは 後期か

ら,残 りは通年シ)講義です｡

このうち私がとっていろJ)は Pelzer氏の地理だけ

で,他の講義の内容をお伝えすることはできません｡

Benda氏G⊃歴史は学/午.間のに なかなか人気があるよ

うです｡ Pelzer氏のクラスは受講生12人ほど, 他の

講義と同じく, SoutheastAsiaStudies または地

理以外を専攻する学年も受講 しています｡東南アジア

の自然,文化,経済,政治の概念を与えるのが目的で,

去年出版 された CharlesA.Fisherの Southeast

Asiaを教科書に指定 し,他に,地形, 気候,土壌,

植任, 民族 などの主題 ごとに, いわゆる reading

assignmentがたくさん指定されます｡毎週月曜日の

午後 2時間 Pelzer氏が各主題ごとに講義するのです

が,一定時間内に多 くの内容を語 らねばならぬからで

すが,ほとんど休む暇なしに語り続けるという調子で

す｡特に後半,農業を主 とする経済生活を述べる段に

なると,戦前フィリピンと蘭印の農業開拓を実地調査

した経験があり,多年の蓄積がある氏の専門分野であ

りますから,講義にますます熱が入 り, うまずたゆま

ず語 り続けるという趣きがありました｡それでいて,

学生の比較的つまらない質問に対 しても,懇切に答え

るという態度があり,限 られた時間数ではありますが

なかなか充実 した内容があったと思います｡他の講義

もみな過 2時間または3時間であり,指定参考書や論

文が多いこと,学期末に試験があり, リポー トを提出

させることなど,共通 しているようです｡

言語教育については,先にあげた5つの言語,それ

ぞれ初級は週 9時間,中級 6時間,上級 3時間の時間

数が割 り当てられ,外国人教師が教えています｡私は

ビルマ語初級を選択していますが,先生 2人に学生 1

人 という変った クラスです. Cornyn氏ojSpoken
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エ-ル大学スターリング記念図書館

Burmese 止)改 訂 版 と して 準 備 中の Beginning

Burmeseを教科書 とし, 主 として文法的串項につい

ては言語学者の D.HaighRoop氏が, 発音をビル

マ婦人の Daw TinTin さんが分担 して 教えます｡

毎朝 2時間ずつ (金曜日は 1時間, 土曜, 日曜は休

み), 日本人には発音 しに くい音が多いビルマ語会話

を先生 2人を相手にや りますと,正直な話非常に疲れ

ます｡それでも先生の方が熱心なのに唯一ソ＼の学生で

ある私が怠けるわけにはゆかず,比較的封江､に勉強し

ているといってよいでしょう｡今年 ビルマ語を習って

いるのは中級,上級にはいないので,私 1人です｡修

士課 程の12人は,タイ語 4人,イン ドネシア語 3人,

タガログ語3人, ヴェトナム語 2人に分かれていま

す｡

私はこの他に,地理学科uj気候学 と,学部学生の一

般教養にあたる地質学序論を選択 していますので, 4

科目で過18時間になり,大学院学生の平均は週 8-12

時間ですから,かなり負担過剰の傾向があります｡

エ-ル大学の図書館 SterlingMemorialLibrary

は蔵書 400万冊以上, アメ リカ弟 6位 cjj大図書館で

す｡東南アジア関係では特にビルマとインドネシアC/j

文献が豊富だといわれ,ビルマ語,タイ語の木が数千

冊はあるそうです｡中国語, 日本語の東南アジア関係

の文献は,戦前のものが比較的揃っているようで,一

部は文献目録 として HRAFから出版されていること

はご承知の通 りです｡ また図書館に AsianReading

Room と呼ぶ, 中匡Ⅰ語, 日本語を 中心 とするアジア

諸国語の図書を 専門に おさめた部屋が あり, Siam

Rath(バ ンコク), TheGuardian(ラングーン),

SaigonDailyNews(サイゴン), Straits Times

(シンガポール), ⅠndonesianObserver(ジャカル

タ)などの,英語,現地語, 中国語の新聞や, 幾つか

の雑誌が読めるようになっています｡ただし, 1カ月

から4カ月近 くおくれて到着 しているのは,仕方がな

いことで しょう｡

また, ｢司じく図書館uj申C/)一室に HumanRela-

tionsAreaFilesが置かれています｡HRAFの本部

は大学の車心からは3キロほど離れたところに移転 し

ました｡20人ほどのスタッフの中には去年ol)2月に;r,Tt

都大学に来た DorothyMurphyさんもいて, 毎日

仕事をしています｡

IFELでは中国語, 日本語などの軽業がおこなわれ

ていますが,中国語のクラスには15人ほどuj学生oj他

に,軍の委託学生で しょうか若い制服の軍人が 100人

以上いるそうです｡地理学科の建物にはやはりその関

係の事務室が同属･しています｡,こうした点はわれわれ

にはきわめて奇異に感 じられますが,アメ リカとして

は当然のことなのかも知れません. 全学共同利用 U)

Language Laboratoryには 各国語o_)チ-プが用意

されていて,150人 くらいがそれぞれフランス語, ス

ペイン語など自分の希望のテープを別々に聞 くことが

できるようになっています｡私もたまにビルマ語の発

音の練習に利用 しています｡

Peat)odyMuseum には恐龍の骨格や アメ リカ ･

インデ ィアン関係の収集品L,jJ他,東南アジア闇係oj艮

俗資料が展示されてあり,新 しいものとしてPospisil

氏の西イリアン KapaukPapuanのものもあるよう

です｡美術館や稀教本図書飴をはじめ,これだけ立派

な博物館を持つなど,羨ましい限 りです｡

SoutheastAsiaStudiesでは)｣に 1回 くらいのわ

りで公開講演会を開いています｡去年の10日から12)J

までしっ間に,イン ドネシアの国連大使 LN.Palar氏

U) ｢インドネシアとマレーシアの対決｣, フィリピン
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大学学長 CarlosP.Romulo氏の ｢フィリピンと東

南アジア｣, マレーシアの 国連 大使 Radhakrishna

Ramani氏の ｢話題の焦点マレーシア｣, 前ホワイ ト

-ウス補佐官 E.G.Lansdale氏の ｢南ヴェトナムに

おけるアメリカの役割｣, キャンベラのオ～ス トラリ

ア国立大学 A.H.Johns氏の ｢現代インドネシア文

学の諸相｣が講演されました｡はじめの4回は政治学

科との共催,最後のは東および南アジア言語文学学科

との共催です｡後の2回は都合がつかず聞きませんで

した｡聴講者は教授,学生を中心に150人～200人,最

初 Pelzer氏が紹介 し (ついでなが ら Pelzer氏は3

人の講師とは旧知の間柄,いずれも戦前にそれぞれoj

国で会っているそうです), 1時間半はど講演がおこ

わなれた後,質疑応答がありました｡現在の政治の焦

点が論題であれば関心が強いのは当然で,第 1回,節

3回ともなかなか鋭い質問が究せ られました｡ Palar

氏, Ramani氏いずれの場合もまことに熱弁をふる

っていましたが,さすがに外交官 らしく,肝心要めの

問題は語るのを避けていたように思われるのは,若二仁

物足 りない感 じを与えました｡

こうした講演会でも感 じるのですが,講師にしても

聴講者にしても各国の人がいて,大学 というものはヨ

ーロッパでもアメリカでも著 しく国際的であることを

特徴 とするとは,よくいわれます｡学生にしても,エ

-ルには外国人学生が627人いて, 対全学生数の比率

は7.5%であると,去年の統計に見えています｡ 大学

院だけを考えれば,比率がさらに高まることはいうま

でもありません｡私が住む大学院の寮 HallofGra-

duateStudieにも,ヨーロッ/lO,中南米諸国はもち

ろん, インドやアフリカからの学生が たくさんいま

す｡ もっとも,ⅠnternationalStudiesを専攻する外

国人学生はきわめて少ないようです｡

図書館には読みたい本が多いし,講義も興味深いも

のがあるのですが,今 もって言葉が自由に操れないう

らみがあり,現在選択 しているコースの準備だけで手

いっぱいというのが実情です｡残念ですが仕方があり

ません｡それでもあと半年なんとか努力を続けたいと

思 っています｡
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